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◼ 世界的なカーボンニュートラル社会の実現に向けた潮流の中で、自動車をはじめとするモビリティ市場もEV・HEV・PHEV
など電動化などの環境対応が推進されている。従来のガソリン車では排熱を暖房に用いていたが、EV車の普及においては高
効率で冷暖房が可能なヒートポンプ技術の採用が主流となりつつある。

◼ また、世界的な冷媒のGWP（地球温暖化係数）規制を背景に、空調・ヒートポンプにもGWPの低い冷媒を採用する機運が
高まっている。欧州ではGWPが1,400を超える冷媒（R134a）は新車を対象に規制が進み、GWP4未満のR1234yfへの代替
が進んでいる一方で、米国やその他地域でもその流れが追随されているものの、中国などR134aを採用する地域も依然とし
て多い状況にある。

◼ これらのモビリティ向けヒートポンプ技術や冷媒トレンドは、乗用車からトラック・バスなどの大型車両への採用移行が予
想される。

◼ 本レポートでは、電動化や冷媒規制によって市場拡大と採用技術の移行が進む環境配慮型車両向けの空調・ヒートポンプに
おける冷媒・コンプレッサーを対象に、市場実態やポテンシャル、技術・冷媒の採用ロードマップなどを明らかにすること
を目的に調査を実施した。
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■ 調査概要
Ⅰ. 調査テーマ
「環境配慮型車両への採用が進むヒートポンプ空調における冷媒・コンプレッサーの将来展望」

Ⅱ. 調査目的
環境配慮型車両（EV、HEV、PHEVなど）向けの空調で採用されている冷媒やコンプレッサーの動向をエリア別に把握
冷媒/コンプレッサーの開発動向や次世代モビリティ（空飛ぶクルマ/ドローンなど）への車両向け空調活用ポテンシャルを分析

Ⅲ. 調査対象
     調査対象市場は環境配慮型車両向け空調の世界市場を対象とした。
     また、下記車両向け空調に採用される冷媒およびコンプレッサーの採用構成比を調査した。

市場区分 対象自動車種

環境配慮型車両向け
空調市場

環境配慮型乗用車向け
空調市場 MHEV（マイルドハイブリッド自動車）、HEV（ハイブリッド自動車）、

PHEV（プラグインハイブリッド自動車）、BEV（電気自動車）、
FCV（燃料電池自動車）環境配慮型トラック・バス向け

空調市場

Ⅳ. 調査方法
弊社専門調査員による国内関連企業・団体への直接訪問または、オンラインミーティングによるヒアリングを実施
政府や国内外関連企業・団体などが公表するオープンソースの収集・整理・分析を実施
弊社保有のデータベースを活用した情報収集・整理・分析を実施

Ⅴ. 調査期間
 2025年12月～2026年2月

Ⅵ. 企画・調査・編集
 株式会社富士経済 ソーシャル・ソリューション事業部



■ 調査項目

Ⅰ. 総括分析編

Ⅱ. 環境配慮型車両向け空調市場編

Ⅳ. 環境配慮型車両向け空調の採用コンプレッサー構成比編

1. 環境配慮型車両向け空調市場と採用される冷媒/コンプレッサーの全体俯瞰

2. 次世代モビリティにおける環境配慮型車両向け空調/コンプレッサーの応用・派生展開の可能性

3. 次世代モビリティ向け空調/コンプレッサーの市場性および技術要求/応用親和性分析

1. 環境配慮型車両向け空調の開発・採用ロードマップ

2. 環境配慮型車両向け空調の市場規模推移

3. 環境配慮型車両向け空調における冷媒のエリア別規制・法整備動向

4. 環境配慮型車両向け空調における研究開発動向と将来性

1. 環境配慮型車両向け空調の採用コンプレッサー構成比概況

2. エリア別動向

3. メーカーシェア

4. 採用コンプレッサーのトレンド・課題・将来展望

Ⅲ. 環境配慮型車両向け空調の採用冷媒構成比編

1. 環境配慮型車両向け空調の採用冷媒構成比概況

2. エリア別動向

3. メーカーシェア

4. 採用冷媒のトレンド・課題・将来展望
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